
　

近
年
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
的
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
の
再
資
源
化
・
有
効
利
用
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
の
底
に
た
ま
っ
た
ヘ
ド
ロ
、
建

設
工
事
現
場
で
発
生
す
る
掘
削
汚
泥
や
微
細
な
泥
状

土
な
ど
も
再
資
源
化
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
一
般
に
含
水
比
が
高
い
た
め
、
直
接
利
用
が
困
難

で
あ
り
、
何
ら
か
の
再
資
源
化
処
理
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
ヘ
ド
ロ
は
一
般
に
脱
水
処
理
さ
れ
て
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
長
期
間
放
置

す
る
と
微
生
物
の
嫌
気
性
分
解
に
よ
り
強
烈
な
悪
臭

を
発
生
す
る
と
と
も
に
、
土
が
ぬ
か
る
む
よ
う
に
な

る
の
で
物
性
改
良
の
た
め
に
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を

･

添
加 
混
合
し
て
固
化
処
理
す
る
こ
と
が
多
い
。
一

方
、
建
設
汚
泥
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
盛
土
な
ど
に
直

接
流
用
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
年
間
全
国
で
一
千
万

㌧ 
以
上
の
建
設
汚
泥
が
排
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
低
く
、
大
部
分
は
産
業
廃

棄
物
と
し
て
中
間
処
理
施
設
で
脱
水
処
理
を
施
す

か
、
あ
る
い
は
直
接
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
処
分
場
の
不
足
・
遠
隔
化
は
深
刻

な
問
題
で
あ
り
、
輸
送
コ
ス
ト
の
負
担
か
ら
不
法
投

棄
が
後
を
絶
た
ず
、
環
境
へ
の
負
荷
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

高
含
水
比
の
建
設
汚
泥
は
、
有
害
物
質
な
ど
を
含

有
す
る
例
は
極
め
て
希
で
あ
り
、
セ
メ
ン
ト
系
固
化

材
な
ど
に
よ
り
盛
土
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
が
可

能
で
あ
り
、
既
に
流
動
化
処
理
土
工
法
な
ど
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
法
は
泥
水
と
セ
メ
ン
ト
系
固

化
材
を
混
合
し
流
動
化
さ
せ
、
ま
だ
固
ま
ら
な
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
ポ
ン
プ
な
ど
で
流
し
込
ん

で
、
埋
め
戻
し
な
ど
の
施
工
を
行
う
方
法
で
あ
る
。

こ
の
工
法
で
生
成
さ
れ
る
土
砂
（
以
下
、
固
化
処
理

土
）
は
、
圧
縮
試
験
に
お
け
る
破
壊
ひ
ず
み
が
通
常

土
よ
り
小
さ
く
、盛
土
材
に
適
さ
な
い
場
合
が
多
い
。

固
化
処
理
土
に
粘
り
強
さ
が
無
く
、
外
力
が
加
わ
る

と
小
さ
な
ひ
ず
み
で
破
壊
に
至
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
流
動
化
処
理
土
工
法
は
処
理
が
比
較
的
容
易
で

あ
る
が
、
生
成
さ
れ
る
土
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
岩
石

の
よ
う
な
強
度
特
性
を
示
す
た
め
、
周
辺
地
盤
や
既

存
盛
土
と
固
化
処
理
に
よ
る
新
設
の
盛
土
の
間
に
剛

性
の
相
違
が
生
じ
、
互
い
の
な
じ
み
が
悪
く
、
地
震

時
の
よ
う
に
地
盤
が
大
き
な
変
形
を
受
け
る
時
に

は
、
剛
性
の
高
い
部
分
に
ク
ラ
ッ
ク
や
過
大
な
土
圧

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

一
方
、
吸
水
性
の
高
分
子
系
改
良
剤
（
ポ
リ
マ
ー
）

を
用
い
て
汚
泥
を
再
資
源
化
す
る
工
法
も
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
工
法
が
適
用
で
き
る
含
水
比
の
範

囲
は
一
○
○
％
程
度
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る

含
水
比
の
泥
水
に
対
し
て
は
、
流
動
化
処
理
土
工
法

の
よ
う
に
泥
水
に
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
添
加
し
、

水
和
反
応
に
よ
り
含
水
比
を
一
○
○
％
程
度
ま
で
低

下
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
含
水
比
の
泥

土
の
場
合
、
含
水
比
を
低
下
さ
せ
る
に
は
大
量
の
セ

メ
ン
ト
系
固
化
材
を
添
加
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

結
果
、
固
化
処
理
土
と
同
じ
特
性
を
示
し
、
強
度
上

の
問
題
が
発
生
し
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
十
分
な
品
質
特
性
を
有
す
る

盛
土
材
料
と
し
て
汚
泥
の
再
資
源
化
を
は
か
る
た

め
、
ヘ
ド
ロ
や
汚
泥
に
繊
維
質
の
多
い
故
紙
破
砕
物

と
高
分
子
系
改
良
剤
と
を
添
加
し
、
高
含
水
比
泥
土

を
再
資
源
化
す
る
技
術
の
開
発
を
行
っ
た
。
本
工
法

で
は
、
汚
泥
に
故
紙
を
投
入
し
、
故
紙
に
自
由
水
の
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大
部
分
を
吸
水
さ
せ
る
た
め
、
高
含
水
比
泥
土
に
対

し
て
も
大
量
の
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
添
加
す
る
必

要
が
な
く
、
か
つ
高
分
子
系
改
良
剤
の
添
加
量
も
少

な
く
て
済
む
た
め
処
理
費
の
大
幅
な
低
減
に
つ
な
が

り
、
処
理
土
の
内
部
に
繊
維
質
を
含
む
た
め
破
壊
ひ

ず
み
の
大
き
な
粘
り
強
い
土
砂
（
以
下
、
繊
維
質
固

化
処
理
土
）
の
生
成
が
可
能
に
な
る
。 

　

本
研
究
で
提
案
す
る
新
し
い
繊
維
質
固
化
処
理
土

工
法
の
原
理
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

　

①
高
含
水
比
泥
土
は
、
図
１
の（
ａ
）に
示
さ
れ
る

よ
う
に
土
粒
子
が
自
由
水
の
中
で
自
由
に
動
き
回
れ

る
状
態
に
な
る
。
こ
の
た
め
高
含
水
比
泥
土
の
運
搬

は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
等
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
こ
の
状
態
の
高
含
水
比
泥
土
に
吸
水
性
の
高
い

新
聞
の
故
紙
の
よ
う
な
繊
維
物
質
を
混
入
す
る
と
、

図（
ｂ
）に
示
す
よ
う
に
土
粒
子
の
周
り
の
自
由
水
が

繊
維
物
質
に
吸
水
さ
れ
、
見
か
け
の
含
水
比
率
が
低

下
す
る
。
繊
維
物
質
の
添
加
量
は
含
水
比
に
応
じ
て

変
化
さ
せ
る
。

　

③
さ
ら
に
高
分
子
系
改
良
剤
を
添
加
し
、
か
く
は

ん
す
る
と
、
図（
ｃ
）に
示
す
よ
う
に
水
溶
性
高
分
子

が
溶
解
し
、
土
粒
子
の
表
面
に
吸
着
す
る
。
土
粒
子

間
の
架
橋
・
吸
着
効
果
に
よ
り
団
粒
化
構
造
の
中
に

自
由
水
を
封
じ
込
め
、
流
動
性
を
失
わ
せ
団
粒
状
態

と
な
る
。

　

④
最
後
に
助
剤
を
混
合
し
、
泥
土
を
か
く
は
ん
し

て
せ
ん
断
を
与
え
る
と
、
土
粒
子
が
団
粒
化
し
て
保

水
性
の
高
い
土
砂
が
生
成
さ
れ
る
。

　

処
理
土
を
植
生
土
壌
と
し
て
再
利
用
す
る
場
合
は

セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
混
入
す
る
必
要
は
な
い
。
だ

が
、
盛
土
材
と
し
て
あ
る
程
度
の
強
度
を
必
要
と
す

る
場
合
は
、
必
要
量
の
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
添
加

す
る
。

　

以
上
の
工
程
に
よ
り
、
高
含
水
比
泥
土
が
繊
維
質

固
化
処
理
土
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
る
。

　

故
紙
と
高
分
子
系
改
良
剤
を
用
い
た
新
し
い
繊
維

質
固
化
処
理
土
は
通
常
土
の
変
形
係
数
に
近
く
、
か

つ
破
壊
ひ
ず
み
が
大
き
く
残
留
強
度
が
大
き
い
特
徴

を
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
盛
土
や
埋
め
戻
し
土
と

し
て
利
用
し
て
も
原
地
盤
と
極
端
な
不
連
続
性
を
示

す
こ
と
が
な
い
特
性
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
保
水
力
、

保
肥
力
、
軽
量
性
、
団
粒
化
に
優
れ
て
い
る
た
め
、

プ
ラ
ン
タ
ン
利
用
の
花
壇
の
土
、
屋
上
緑
化
材
に
適

し
、
急
傾
斜
地
の
法
面
緑
化
基
盤
材
、
雑
草
が
生
え

な
い
道
路
の
路
肩
材
な
ど
に
も
用
途
が
あ
る
。
平
成

十
三
年
に
は
環
境
や
ま
が
た
大
賞
、
十
四
年
に
は
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会

長
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
故
紙
の
劣
化
が
強
度
特
性
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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最上川堤防沿いで木製プランターに繊維質固化処理土を入れた。真
夏には毎日水遣りしないと成育しないと言われるヘデラ、ナツヅタ
を植えたが、保水力が高いので根付き驚かれた。

図１　繊維質固化処理土工法の原理
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